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環境にやさしいまちづくりに向けて 

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
や
、
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
た
廃
棄
物

の
減
量
化
の
取
り
組
み
は
世
界
規
模
で
行
わ
れ
、
 

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
に
今
や
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に
基
づ

き
各
家
庭
に
お
配
り
し
た
「
収
集
日
程
表
」
の

と
お
り
、
き
め
細
か
な
分
別
収
集
を
町
民
の
み

な
さ
ん
と
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
家
庭
で
ご
み
を
十
数
種
類
に
分
別
し
、
出
す

よ
う
徹
底
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
町
全
体
の

ご
み
排
出
量
は
確
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
 

　
更
な
る
分
別
排
出
の
徹
底
、
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
と
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
、
次
の

世
代
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

の
保
全
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
 

　大量生産・大量消費・大量廃棄型社会から、環境への負荷ができる限り軽減された循環型社会への転 
換を推進するために、ごみの適正な分別の徹底による排出抑制、リサイクルの推進により、環境にやさ 
しいまちづくりを目指しましょう。また地球温暖化防止に向けた各種省エネ対策を推進しましょう。 

家族みんなでごみ減量化・リサイクルに取り組みましょう！！ 

環境にやさしいまちづくりに向けて 
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ご　　み　ごみの量を少なくする工夫をする 
　　　　　生ごみはよく水を切ってから出す 
　　　　　生ごみを堆肥化して土に戻す努力をする 
　　　　　分別を徹底しリサイクルに努める 
 
　　水 　　水道を出しっぱなしにしない 
　　　　　油や生ごみは排水口に流さない 
　　　　　洗剤は適量を使用する 
　　　　　お風呂の水は洗濯などに利用する 
　　　　　米のとぎ汁は庭木や花壇にまく 
 
自　　然　行楽でのごみは持ち帰る 
　　　　　ごみのポイ捨てをしない 
 
電　　気　使っていない照明やテレビは消す 
　　　　　使っていないときはコンセントを抜く 
　　　　　冷暖房器具は適正な温度に設定する 
　　　　　クールビズ、ウォームビズに努める 
 
　　紙 　　両面を使用し無駄にしない 
　　　　　リサイクルに努める 
 
自 動 車　近い場所には車を使わない 
　　　　　アイドリングストップに努める 
　　　　　定期的な点検整備を行う 
 
食　　品　料理方法を工夫して材料の無駄をなくす 
　　　　　料理の量は必要以上に作らない 
　　　　　食べ残しをしない 
 
容器包装　過剰な包装は断る 
　　　　　マイバッグ（買い物袋）を持参してレジ袋 
　　　　　を断る 
　　　　　再利用がきくびん製品を利用する 
 
買 い 物　詰め替え商品を利用し必要以上の買い物を 
　　　　　しない 
 
その他一般　捨てる前にもう一度考える 
　　　　　すぐに買い換えるのではなく修理するなど 
　　　　　して大事に使う 
　　　　　できる限り地元でできたものを利用する 

実践しましょう！ 

もったいない運動！！ 

 分
別
の
徹
底
 

　
分
別
を
行
う
こ
と
で
、
ご
み
の
収
集
量
（
処

理
量
）
自
体
が
大
き
く
減
少
し
、
処
分
費
用
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
今
ま
で
ご
み
と
し
て
い
た
物
が
資
源

と
し
て
再
商
品
化
が
で
き
、
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
を
は
じ
め
と
し
た
分
別
区
分
に

つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
分
別
回
収
を
行
う
こ
と

で
高
品
質
な
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
引
き
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
町
内
の
ご
み
を
処
分
す
る
費
用
を
抑
え
、
環

境
保
全
の
取
り
組
み
を
将
来
に
わ
た
り
続
け
て

い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
分
別
排
出
の
徹
底
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

 地
球
に
や
さ
し
い
　
ふ
く
し
ま
 

　
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
レ
ジ
袋
」
運
動
 

　
去
る
４
月
　
日
に
「
福
島
県
に
お
け
る
レ
ジ

袋
削
減
に
関
す
る
協
定
」
が
小
売
販
売
事
業
者

（
１
８
３
店
舗
）、
消
費
者
団
体
（
５
団
体
）、

行
政
機
関
（
福
島
県
・
全
市
町
村
）
に
よ
り
結

ば
れ
、
６
月
１
日
か
ら
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
レ

ジ
袋
」
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
運
動
は
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
た
め
、
買
い

物
を
す
る
と
き
は
マ
イ
バ
ッ
グ
等
を
持
っ
て
い

き
、「
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
を
中
止
す
る
」
取
り

組
み
で
、
今
後
更
に
店
舗
数
も
拡
大
し
ま
す
。
 

　
一
人
ひ
と
り
の
力
が
環
境
保
全
へ
の
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
県
民
総
ぐ
る
み
で
環
境
に
や

さ
し
い
エ
コ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
！
 

          ご
み
に
つ
い
て
お
困
り
な
点
な
ど
 

　
　
　
各
種
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
…
 

 　
　
・
各
自
治
区
の
ク
リ
ー
ン
推
進
員
 

　
　
・
県
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
 

　
　
　
　
田
中
英
喜
さ
ん
 
　
　
―
２
６
５
５
 

　
　
・
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
５
 

 不
法
投
棄
の
撲
滅
 

　
モ
ラ
ル
の
な
い
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
の
熱
心
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
ポ
イ
捨
て
・
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
と
も
、
い
ま
だ
町
内
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
不
法
投
棄
の
防
止
さ
ら
に
撲
滅
の
た
め
に
は
、
 

町
民
一
人
ひ
と
り
が
不
法
投
棄
監
視
員
と
い
う

心
で
、
町
ぐ
る
み
で
の
不
法
投
棄
者
の
発
見
や

投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
撤
去
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
 

　
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、
ク
リ
ー
ン

推
進
員
、
県
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
、

町
民
情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

　
特
に
お
願
い
し
た
い
項
目
　
 

　
◆
生
ご
み
は
水
分
を
十
分
切
っ
て
か
ら
、
燃
 

　
　
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
◆
生
ご
み
処
理
器
な
ど
の
購
入
を
検
討
し
て
 

　
　
く
だ
さ
い
。
（
購
入
に
対
す
る
補
助
金
が
 

　
　
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
 

　
　
せ
く
だ
さ
い
。
）
 

　
◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
プ
ラ
ス
チ
 

　
　
ッ
ク
製
品（
燃
え
な
い
ご
み
）を
混
同
し
な
 

　
　
い
よ
う
、「
ご
み
の
決
め
ご
と
」
の
チ
ラ
シ
 

　
　
で
再
確
認
し
正
し
く
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
◆
た
と
え
自
分
の
土
地
で
も
み
だ
り
に
ご
み
 

　
　
を
捨
て
る
と
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す
。
粗
 

　
　
大
ご
み
収
集
な
ど
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
◆
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
や
め
、
適
正
に
 

　
　
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
 

“
 

“
 

14

45 45

福島県の地球環境保全キャラクター 
「エコたん」 
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 介
護
保
険
の
仕
組
み
 

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
介
護
保
険

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
と
、
国
や
県
、

町
等
が
負
担
す
る
公
費
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
　
〜
　
歳
の
人
の
納
め
る
保
険
料

は
、
介
護
保
険
の
給
付
に
か
か
る
費

用
全
体
の
　
％
、　
歳
以
上
の
人（
第
 

１
号
被
保
険
者
）
が
納
め
る
分
は
　

％（
西
会
津
の
場
合
は
約
　
％
）で
、

社
会
全
体
で
制
度
を
支
え
て
い
く
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

           介
護
保
険
料
の
算
出
 

　
介
護
保
険
料
は
、
３
年
間
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
総
額
を
予
測
し
、
 

そ
れ
を
ま
か
な
え
る
よ
う
に
算
出
し

た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
決
め
ら
れ

ま
す
。今
期
の
年
間
基
準
額
は
４
６
 

０
８
０
円
で
、
第
３
期
（
平
成
　
年

度
〜
平
成
　
年
度
ま
で
の
３
年
間
）

と
比
較
す
る
と
１
　
７
７
６
円
（
月

額
１
４
８
円
）
の
増
と
な
り
ま
す
。
 

 な
ぜ
保
険
料
が
増
え
た
の
？
 

　
保
険
料
の
増
加
は
、
高
齢
化
が
進

み
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
利
用
量

が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
制
度
の
改

正
に
よ
り
　
歳
以
上
の
方
の
負
担
割

合
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
一
番
の
要
因
は
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
の
た
め
の
介
護
報
酬
（
単

価
）
改
定
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
る
保
険
料
の
上
昇
額
は
１
　
２
４

８
円
（
月
額
１
０
４
円
）
と
な
り
ま

す
。
 

　
国
で
は
こ
の
影
響
に
よ
る
保
険
料

の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
平

成
　
年
度
は
増
分
の
全
額
、
平
成
　

年
度
は
増
分
の
半
分
を
臨
時
特
例
交

付
金
と
し
て
交
付
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
は
軽
減
さ

れ
、
毎
年
度
基
準
額
が
変
更
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

40

30

65

20,

,

15

64

18

20

65

21

22

,
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 保
険
料
の
納
め
方
 

☆
年
金
天
引
き
の
方
 

　
　
８
月
に
納
入
通
知
書
（
保
険
料
 

　
額
決
定
通
知
書
）
兼
特
別
徴
収
開
 

　
始
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
決
定
 

　
し
た
保
険
料
額
が
年
金
の
支
払
い
 

　
月
に
年
６
回
に
分
け
て
天
引
き
さ
 

　
れ
ま
す
。
（
納
期
月
　
４
・
６
・
 

　
８
・
　
・
　
・
２
月
）
 

　
※
本
来
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
 

　
な
る
「
特
別
徴
収
」
の
方
で
も
、
 

　
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
る
場
合
 

　
が
あ
り
ま
す
。
 

 　
・
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
 

　
・
年
度
途
中
で
老
齢
（
退
職
）
年
 

　
　
金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
 

　
　
受
給
が
始
ま
っ
た
 

　
・
年
度
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
 

　
　
転
入
し
た
 

　
・
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た
 

　
・
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
 

　
　
た
　
　
な
ど
 

　
　
　
　
　
　
←
 

　
　
再
度
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）
 

　
　
に
な
る
ま
で
、
６
ヵ
月
か
ら
１
 

　
　
年
程
度
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
 

　
　
で
は
、
納
付
書
で
納
め
ま
す
。
 

 　
・
年
度
途
中
で
保
険
料
が
増
額
に
 

　
　
な
っ
た
 

　
　
　
　
　
　
←
 

　
　
増
額
分
を
納
付
書
で
納
め
ま
 

　
　
す
。
 

  ☆
納
付
書
・
口
座
振
替
の
方
 

　
　
６
月
に
納
入
通
知
書
と
納
付
書
 

　
を
送
付
し
ま
す
。
納
付
書
で
納
め
 

　
る
方
は
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
 

　
関
、
ま
た
は
町
役
場
出
納
室
で
納
 

　
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

　
（
納
期
月
　
６
・
７
・
８
・
９
・

　
　
・
　
・
　
・
１
月
）
 

　
※
忙
し
い
方
、
な
か
な
か
外
出
で
 

　
き
な
い
方
は
介
護
保
険
料
の
口
座
 

　
振
替
も
で
き
ま
す
。
 

　
　
介
護
保
険
料
の
納
付
書
、通
帳
、
 

　
印
鑑
（
通
帳
届
出
印
）
を
ご
持
参
 

　
の
う
え
、
口
座
振
替
を
す
る
金
融
 

　
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
町
役
場
 

　
健
康
福
祉
課
へ
申
し
込
み
し
て
く
 

　
だ
さ
い
。
 

            【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

45

10

65

12

10

11

12

※１老齢福祉年金とは　明治４４年４月１日以前に生まれた人などで、一定の所得がない人や、他の年金を受給 
　　　　　　　　　　　できない人に支給される年金です。 
※２合計所得金額とは 「収入金額」から「必要経費の相当額」を差引いた額で、扶養控除や医療費控除などの所 
　　　　　　　　　　　得控除をする前の金額です。 
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土田　幸壽さん 
（８１歳・上野尻） 

発音・表情が良い 
よく噛む（30回） 

消化吸収アップ 

栄養良好 

脳の活性化 

認知症予防 

抵抗力アップ 

食べ過ぎ防止 

肥満予防 筋力アップ 

活動的になる 
（閉じこもり予防） 

歯と歯ぐきの健康 

全身の健康度アップ 

～さあ始めよう！家族そろって歯によい生活習慣～ 

   　
８
０
２
０
認
定
者
と
は
、
　
歳
以
上
の
方
で

十
分
に
機
能
し
て
い
る
歯
が
　
本
以
上
あ
る
方

で
す
。
平
成
　
年
度
は
町
で
、
樽
井
清
一
さ
ん

（
黒
沢
）
と
相
田
幸
佐
久
さ
ん
（
上
野
尻
）
、

土
田
幸
壽
さ
ん
（
上
野
尻
）
の
３
名
の
方
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
土
田
さ
ん
に
歯
を
保

つ
秘
訣
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
 

       　
「
現
在
　
本
の
歯
が
残
っ
て
い
ま
す
。
硬
い

も
の
で
も
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ

も
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
食
後
の
歯
み
が
き
は
欠
か
さ
ず
行
い
、
歯

間
ブ
ラ
シ
で
丁
寧
に
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、歯
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。」
 

 歯
っ
ぴ
い
ラ
イ
フ
８
０
２
０
募
集
中
 

対

象

者
　
①
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
 

　
　
　
　
　
②
昭
和
４
年
６
月
　
日
以
前
に
生
 

　
　
　
　
　
　
ま
れ
た
　
歳
以
上
の
方
 

　
　
　
　
　
③
十
分
に
機
能
し
て
い
る
歯
が
　
 

　
　
　
　
　
　
本
以
上
あ
る
方
 

募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
月
）
〜
　
日
（
火
）
 

応
募
方
法
　
県
内
の
歯
科
医
院
に
応
募
す
る
こ
 

　
　
　
　
　
と
を
伝
え
、
健
診
を
受
け
て
く
だ
 

　
　
　
　
　
さ
い
。
健
診
は
無
料
で
す
。
 

 歯
に
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
！
 

①
食
べ
た
ら
歯
を
み
が
く
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
 

　
う
！
 

②
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
ま
し
ょ
 

　
う
！
 

③
適
度
な
休
息
を
と
り
ま
し
ょ
う
！
 

④
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
 

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
 

⑤
噛
み
く
せ
を
直
し
ま
し
ょ
う
！
 

（
奥
歯
だ
け
や
前
歯
だ
け
で
食
べ
る
な
ど
せ
ず
、
 

　
全
部
の
歯
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
う
）
 

⑥
禁
煙
を
し
ま
し
ょ
う
！
 

（
喫
煙
は
血
行
を
悪
く
し
細
菌
へ
の
抵
抗
力
が

　
弱
ま
り
ま
す
）
 

⑦
年
に
１
回
歯
科
検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
！
 

 歯
は
、
全
身
の
健
康
パ
ー
ト
ナ
ー
！
 

　
皆
さ
ん
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
っ
て
も
、
 

そ
れ
は
口
の
中
だ
け
の
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
 

　
実
は
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
は
全
身
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
例
え
ば
左
の
図
の
よ

う
に
、
歯
と
歯
ぐ
き
が
健
康
で
あ
れ
ば
、
よ
く

噛
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
食
べ
過
ぎ
の
防
止

か
ら
肥
満
予
防
、
そ
し
て
身
体
の
健
康
に
つ
な

が
り
ま
す
。
 

　
歯
は
、
私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
毎
日
を
送

る
た
め
に
か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
パ
ー
ト
ナ

ー
な
の
で
す
。
 

8020
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　５月１６日、山梨県の河口湖総合公園で、スポーツ 
をとおして美しい自然とふれあい、世界中の誰もが参 
加できる「第１１回ＩＶＶオリンピアード２００９ウ 
ォーキング国際大会」が開かれ、山口町長や１月に百 
歳になった佐藤キン（極入）さんらが参加しました。 
　この大会では、山口町長が「百歳への挑戦」の取り 
組みと成果について発表し、銭太鼓が会場を盛り上げ 
る中、キンさんがノルディックウォーキングの皆さん 
と富士山麓の新緑の中ウォーキングを楽しみました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　三橋長一さんが５月１２日に、鈴木ヒデさんが５月 
１５日に満百歳の誕生日を迎えられ、お二人に賀寿と 
特別敬老祝金の百万円が贈られました。 
　お二人に共通した長寿の秘訣は、規則正しい生活と 
食事は全て食べるということだそうです。 
　「百歳への挑戦」をスローガンに掲げた平成５年か 
ら、満百歳を迎えられた方はヒデさんで２５人目とな 
りました。 

三
橋
長
一
さ
ん
（
縄
沢
）
 

▲
 

鈴
木
ヒ
デ
さ
ん
（
山
口
）
 

▲
 

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
町
の
Ｐ
Ｒ
役
 

と
な
る
「
ミ
ス
お
と
め
ゆ
り
」
の
 

選
考
審
査
会
が
５
月
　
日
町
公
民
 

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
清
野
佐
一
町
観
光
協
副
会
長
を
 

始
め
と
す
る
７
人
の
審
査
員
が
選
 

考
し
た
結
果
、成
田
知
美
さ
ん（
写
 

真
左
・
上
野
尻
）
と
小
島
綾
さ
ん
 

（
写
真
右
・
上
原
）の
２
人
が
　
代
 

目
の
「
ミ
ス
お
と
め
ゆ
り
」
に
選
 

ば
れ
ま
し
た
。
 

　
新
た
に
選
ば
れ
た
２
人
は
こ
れ
 

か
ら
２
年
間
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
 

で
町
の
顔
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
 

13

10

　
４
月
　
日
、
前
行
政
相
談
員
の
 

山
本
義
子
さ
ん
（
９
町
内
２
）
へ
 

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
 

た
。
 

　
山
本
さ
ん
は
平
成
元
年
４
月
か
 

ら
平
成
　
年
３
月
ま
で
の
　
期
　
 

年
に
わ
た
り
行
政
相
談
員
を
務
め
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
 

の
国
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
へ
の
 

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
て
、
 

問
題
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

2321

10

20
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折紙でのお人形様づくり 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

　
町
で
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
融
合
さ
せ
、
 

体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な
 

人
間
性
や
社
会
性
、
郷
土
愛
を
育
む
た
め
、
地
域
の
 

み
な
さ
ん
が
講
師
（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
 

な
っ
て
、
学
校
を
支
援
す
る
「
学
社
連
携
事
業
」
の
 

本
年
度
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

真剣に取り組む受講生 

コケ玉づくりを体験 

　昔の遊び「あやと 
り」や「お手玉」な 
どを体験しました。 
　普段遊んだことの 
ないことが体験でき 
て、とても楽しかっ 
たです。 
　また、次回が楽し 
みです。 

　子どもたちは、とっ 
ても器用で「お人形様 
づくり」も上手にでき 
ていました。もっと時 
間がほしかったくらい 
でした。 
　子育てが終わった私 
ぐらい年代の方が大勢 
おられると思います。 
ぜひ、１人でも多くの 
方がボランティアに参 
加していただけるとい 
いと思います。 

カルチャークラブ部長 
松本　かすみさん 
（野沢小６年） 

新田　房子さん 
（芝　草） 

��
��
��
��
��

��
��
��
��

��
��
��
��
��

��
��
��
��

           昔
遊
び
を
体
験
　
〜
野
沢
小
〜
 

　
野
沢
小
学
校
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て

学
習
す
る
各
種
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
５
月
　
日
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
（
松
本

か
す
み
部
長
）の
第
１
回
目
の
活
動「
昔
遊
び
」
 

が
行
わ
れ
、
新
田
房
子
（
芝
草
）
さ
ん
と
山
本

イ
チ
子
さ
ん
（
三
町
内
）
が
学
校
を
訪
れ
、
折

紙
や
あ
や
と
り
、
お
手
玉
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
体
験
す

る
遊
び
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
２
人
か
ら
 

  　
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
活
動
す
る
場

や
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
提

供
す
る
な
ど
、
広
く
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
 

  町
　
民
　
生
　
け
　
花
　
展
 

　
４
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
、
町
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
、
「
町
民
生
け
花
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
町
内
か
ら
　
点
が
出
品
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
会
場
で
は
来
場
者
に
お
茶
が
振
る
舞

わ
れ
た
ほ
か
、
「
し
ゅ
ん
こ
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵

展
」
も
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。
 

  春
　
の
　
野
　
草
　
展
 

　
「
春
の
野
草
展
」
を
５
月
９
日
か
ら
　
日
に

か
け
、
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
 

　
丹
誠
込
め
て
育
て
ら
れ
た
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
や

イ
カ
リ
ソ
ウ
な
ど
、
１
８
０
点
を
超
え
る
山
野

草
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に
観
察
し
て

い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
会
場
で
は
コ
ケ
玉
に
づ
く
り
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。
 

 陸
上
競
技
実
技
講
習
会
 

　
近
年
、
児
童
・
生
徒
の
体
力
の
低
下
が
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

学
社
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
児
童
・
生
徒

の
体
力
と
技
術
力
の
向
上
、
人
材
育
成
を
目
的

に
、
５
月
９
日
に
陸
上
種
目
別
講
習
会
を
西
会

津
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
朝
か
ら
日
差
し
が
強
く
、
夏
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
気
温
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
内

外
か
ら
参
加
し
た
小
・
中
学
生
1
0
3
名
は
、

短
・
長
距
離
や
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
の
４
種

目
に
分
か
れ
、
会
津
陸
上
競
技
協
会
や
西
会
津

陸
上
競
技
協
会
〔
鈴
木
洋
会
長
（
軽
沢
）
〕
の

会
員
か
ら
種
目
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
実
技
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
 

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
各

種
大
会
に
向
け
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
８
月
下
旬
に
も
「
陸
上
競
技
実
技
講

習
会
」
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
 

              教
わ
り
な
が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

　
町
公
民
館
で
は
、
学
社
連
携
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
お

持
ち
の
趣
味
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

19

45

29

3037
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身
体
測
定
や
育
児
相
談
も
行
い
ま
す
 

��
��
��
��
��

��
��
��
��

��
��
��
��
��
��

ポイントゾーンまで行け～ 

（しんごうっ子クラブのカローリング体験） 

　
町
で
は
、
子
ど
も
の
放
課
後
に
お
け
る
安
全
確
保
と
健
全
育
成
、
働
く
保
護
者
 

の
支
援
を
目
的
に
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
４
月
６
日
に
「
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
こ
」
、
５
月
　
日
に
「
群
生
っ
子
 

ク
ラ
ブ
」
と
「
し
ん
ご
う
っ
子
ク
ラ
ブ
」
の
開
校
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

10

　緑と渓流と山菜の里で健脚を競う奥川健康マラソン大 
会を次のとおり開催しますので、ぜひ、沿道での応援に 
お越しください。 
◇日　程　６月２１日（日） 
　８：４５～　　奥小児童による鼓笛隊演奏 
　９：００～　　開会式 
　10：００～　　順次スタート 
　13：００～　　表彰式（閉会式） 
◇注意事項 
　小学校前から極入までの区間が９：３０から正午まで 
　車両通行止めとなりますのでご協力をお願いします。 
　【問い合わせ先】大会事務局　　４９－２００１ 

          奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
（
奥
川
小
学
区
）
 

　
「
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
」
（
矢
部
四
美

男
実
行
委
員
長
）
は
、
奥
川
小
学
校
を
会
場
に

全
児
童
　
名
と
実
行
委
員
の
地
域
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
て
開
校
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
で
は
、
今
年
度
に

入
り
す
で
に
キ
ノ
コ
の
植
菌
体
験
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
日
頃
で
き
な

い
体
験
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
 

  群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
（
群
岡
小
学
区
）
 

　
「
群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
」
（
斎
藤
和
則
実
行
委

員
長
）
で
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
、
安
全
管
理

員
あ
わ
せ
て
　
名
が
参
加
し
て
、
会
津
坂
下
町

の
会
津
自
然
の
家
で
、
開
校
式
と
信
頼
関
係
づ

く
り
ゲ
ー
ム
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
木
工

細
工
）
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
開
校
式
で
は
ま
ず
自
己
紹
介
を
行
い
、
教
室

の
担
当
者
か
ら
年
間
活
動
計
画
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
１
年
間
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ

て
活
動
す
る
た
め
に
全
員
で
き
ず
な
を
深
め
る

ゲ
ー
ム
や
木
工
細
工
で
楽
し
み
ま
し
た
。
 

  　
平
成
　
年
度
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
開
講
式

が
４
月
　
日
、
西
会
津
中
学
校
作
法
室
で
開
か

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
０
歳
か
ら
小
学
生
、
そ

し
て
そ
の
親
を
対
象
に
、
様
々
な
学
習
や
遊
び
、
 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
子
育
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
会
で
、
今
年
度
は
　

組
　
名
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
 

　
サ
ー
ク
ル
の
会
員
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

の
多
数
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
西
会
津
中
学
校
図
書
館
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
１
１
５
３
 

                      し
ん
ご
う
っ
子
ク
ラ
ブ
（
新
郷
小
学
区
）
 

　
「
し
ん
ご
う
っ
子
ク
ラ
ブ
」
（
上
野
新
平
実

行
委
員
長
）
の
開
校
式
は
公
民
館
新
郷
分
館
で

行
わ
れ
、
児
童
　
名
と
、
安
全
管
理
員
と
し
て

協
力
す
る
地
域
の
方
　
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

　
開
校
式
で
は
上
野
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
今
年
の
予
定
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
児
童
と
安
全
管
理
員
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
新
郷
小
学
校
体
育
館
に
移
動
し
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
を
体
験

し
、
参
加
者
は
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

21

20

26

13

10

19

13

25

48

奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
・
群
生
っ
子
ク
ラ
ブ
・
し
ん
ご
う
っ
子
ク
ラ
ブ
活
動
開
始
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みんなの広場 みんなの広場 
佐
藤
　
和
子
 

　
　
〔
下
小
島
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
西
会
津
中
学
校
１
年
生
の
鈴
木
一
成
く
ん
（
２
町
内
）
に
 

お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
〈
ス
ト
ー
ン
ハ
ー
ト
〉
（
チ
ャ
ー
 

リ
ー
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
　
理
論
社
）
』
こ
の
本
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
 

ア
ク
シ
ョ
ン
系
が
好
き
な
人
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。」
 

　
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
主
人
公
『
ジ
ョ
ー
ジ
』
が
博
物
館
で
ド
ラ
ゴ
ン
の
像
を
壊
し
て
し
 

ま
っ
て
、
ブ
ロ
ン
ズ
象
が
動
き
だ
し
、
『
も
う
一
つ
の
ロ
ン
ド
ン
』
に
 

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
主
人
公
は
兵
隊
の
石
像
『
ガ
ナ
ー
』
と
 

グ
リ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
生
き
物
の
『
イ
ー
デ
ィ
』
と
共
に
も
と
の
世
界
 

に
帰
ろ
う
と
す
る
物
語
で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
 

　
「
ジ
ョ
ー
ジ
が
も
と
の
世
界
に
帰
ろ
う
と
す
る
と
き
、
ガ
ナ
ー
た
ち
 

と
一
緒
に
い
た
く
て
、
帰
ら
ず
に
『
も
う
一
つ
の
ロ
ン
ド
ン
』
に
と
ど
 

ま
る
と
き
の
や
り
と
り
が
感
動
的
で
す
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
動
く
は
ず
の
な
い
ブ
 

ロ
ン
ズ
像
が
い
き
な
り
動
き
出
す
。
 

し
か
も
自
分
に
し
か
見
え
な
い
。
 

感
動
的
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。
ド
 

キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
話
が
好
き
な
 

人
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
は
ど
う
で
 

す
か
？
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　渡部　ゆかりさん（５月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　今年もお世話になります。 
　また楽しく飲みましょう！！ 

あなたの趣味は？ 
　料理 
 
あなたの特技は？ 
　裁縫 
 
あなたのモットーは？ 
　プラス思考 
 
これからやってみたいことは？ 
　登山（飯豊山など） 

熱中していることは？ 
　未来ある子どもたちのため 
にエコ活動 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　小心者 
 
最近感動したことは？ 
　母の日に子どもたちから手 
紙をもらい、感動のあまり涙 
してしまいました 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｍ・Ｓ　さん（下小島） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
友
達
と
３
人
で
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
 

　
と
き
の
写
真
』
 

　
「
海
と
夕
焼
け
が
最
高
に
キ
レ
イ
 

　
　
で
し
た
。
」
 

 

※都合により、先月号で紹介された方から変更しました。 
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　第４７回いいでの集いを下記の日 
程で開催します。 
　飯豊連峰の美しい山々を探勝しな 
がら、登山知識の習得や参加者どお 
しの親睦を深めてみませんか。 
◆開催日 
　　７月２４日（金）～２６日（日） 
◆参加資格 
　　中学生以上で身体の健康な方 
◆参加費 
　　大　人…１６，０００円 
　　中学生…１３，０００円 
◆申し込み締め切り 
　　６月１９日（金） 
　　（定員５０名になり次第、締め 
　　　切ります） 
【問い合わせ先】 
　経済振興課商工観光係 
　　　　　　　　　４５－２２１３ 

45 45

45

22

22
56

22

2628

2626

45

                    　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
職
員
（
大

学
卒
程
度
）
採
用
候
補
者
試
験
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◆
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

　
　
一
般
事
務
　
若
干
名
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
 

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

　
方
 

◆
試
験
日
及
び
会
場
 

　
第
１
次
試
験
 

　
　
７
月
　
日
（
日
）
杉
妻
会
館
 

　
第
２
次
試
験
 

　
　
９
月
（
予
定
）
町
役
場
 

◆
申
込
方
法
 

　
　
申
込
用
紙
は
町
役
場
で
交
付
し
 

　
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
 

　
う
え
、
総
務
税
政
課
ま
で
提
出
し
 

　
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
受
付
期
間
 

　
　
５
月
　
日
（
木
）
か
ら
６
月
　
 

　
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
 

　
除
く
。
）
郵
送
す
る
場
合
は
、
６
 

　
月
　
日
（
水
）
ま
で
の
消
印
が
あ
 

　
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
１
 

  　
総
務
省
で
は
、
日
本
の
経
済
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
様
々
な
施

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
７
月

１
日
現
在
で
経
済
セ
ン
サ
ス
（
基
礎

調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
事
業
所
・
企
業
統
計
な

ど
の
経
済
に
関
連
し
た
調
査
を
統
廃

合
し
て
行
わ
れ
る
調
査
で
、
全
て
の

事
業
所
や
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
６
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
統

計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
１
 

  　
現
在
、
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す

る
た
め
、
現
況
届
を
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
提
出
期
限
 

　
　
６
月
　
日
（
火
）
 

　
提
出
方
法
等
に
つ
い
て
、
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
 

　
　
　
　
　
　
（
経
済
振
興
課
内
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
１
 

  　
７
月
１
日
か
ら
、
車
い
す
利
用
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
適
正
化
を

図
る
た
め
、
利
用
者
に
利
用
証
の
提

示
を
求
め
る
「
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
先
立
ち
、６
月
１
日
か
ら
利
 

用
証
の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

◆
対
象
者
 

　
　
身
体
障
害
者
な
ど
、
県
が
定
め
 

　
る
基
準
に
該
当
す
る
方
 

◆
申
請
方
法
 

　
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
 

　
障
害
者
手
帳
等
の
確
認
書
類
の
コ
 

　
ピ
ー
を
添
付
の
う
え
、
申
請
し
て
 

　
く
だ
さ
い
。
 

【
申
請
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

  　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
　
年
度
消
防
吏
員
（
大

学
卒
）
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ

り
行
い
ま
す
。
 

◆
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

　
　
消
防
吏
員
　
２
名
程
度
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
 

　
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
 

　
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
 

　
を
卒
業
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
 

　
成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
。
 

◆
第
１
次
試
験
日
及
び
会
場
 

　
　
７
月
　
日
（
日
）
杉
妻
会
館
 

◆
受
付
期
間
 

　
　
５
月
　
日
（
木
）
か
ら
６
月
 

　
日（
金
）（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
 

　
く
。）郵
送
す
る
場
合
は
、
６
月
 

　
日（
金
）ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
 

　
に
限
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
総
務
課
 

　
　
　
０
２
４
１
―
　
―
６
２
１
１
 

  　
現
在
、
国
と
県
で
は
会
津
地
域
を

縦
貫
す
る「
会
津
縦
貫
北
道
路
」・「
会
 

津
縦
貫
南
道
路
」
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
こ
の
度
、
利
用
者
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
 

◆
応
募
方
法
 

　
　
「
は
が
き
」
ま
た
は
「
イ
ン
タ
 

　
ー
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
応
募
 

◆
応
募
資
格
 

　
　
国
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
 

　
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
 

◆
募
集
期
間
 

　
　
６
月
１
日（
月
）か
ら
６
月
　
日
 

（
火
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
 

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
土
木
部
道
路
計
画
課
 

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
４
６
９
 

　http://wwwcm
s.pref.fukushim

a.jp/

22

55

63

26

28

26

30

24

30
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本　間　芳　巳（92）芳　信　　父　　10町内 
相　原　信　夫（84）　初　　　夫　　芝　草 
田　崎　昭　治（80）昭　則　　父　　黒　沢 
土　田　昭　治（76）千代江　　夫　　上野尻 
佐　藤　公　市（84）康　道　　父　　上野尻 
佐　原　　　昇（80）一　郎　　父　　下野尻 
鈴　木　キ　ミ（91）　弘　　　母　　下野尻 
伊　藤　英　子（72）徳　伸　　母　　呼　賀 
佐　藤　シヅエ（85）善　宏　　母　　新　町 
長谷川　　　亨（75）ト　リ　　夫　　出　戸 
岩　橋　タケノ（82）義　平　　母　　中　町 
小　椋　ノブ子（74）广　惠　　妻　　弥平四郎 
荒　海　正　義（46）サク子　　子　　小綱木 

人　口　　８，０８２人　　　－２５人 
　男　　　３，８７８人　　　－１０人 
　女　　　４，２０４人　　　－１５人 
世　帯　　２，９１２世帯　　±　０世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

◆日時　６月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

6月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○町県民税第 1期 
○介護保険料第1期 

6月10日（水） 納期限 

6月30日（火） 納期限 

６月 6日（第１週）受付時間11時まで 
６月20日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

水　野　百　恵ちゃん　正道・知恵　　森　野 

鈴　木　晴　翔く　ん　浩幸・奈々　　松　尾 

清　野　桜　大く　ん　憲宏・理恵子　下小島 

青　津　　　龍く　ん　寿和・千恵子　縄　沢 

も　も　え 

は　る　と 

お う だ い  

りゅう 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

小 野 病 院  

渡 邉 小 児 科医院  

渡辺脳神経クリニック 

森 田 小 児 科医院  

高 村 整 形 外 科  

有 隣 病 院  

あきもと整形外科クリニック 

わかまつインターベンションクリニック 

扇町渡部小児科アレルギー科医院 

山 口 皮 ふ 科 医院  

佐 原 病 院  

い と う 眼 科  

吉 田 内 科  

さとう小児科医院 

耳鼻咽喉科鈴木医院 

菅 原 医 院  

県 立 喜 多 方病院  

猪 俣 医 院  

いとう内科消化器科クリニック 

浜 崎 小 児 科 医院  

入澤泌尿器科内科クリニック 

0241（22）0414 

0241（22）3133 

0242（39）6060 

0242（27）7686 

0242（28）3319 

0241（24）5021 

0241（21）1515 

0242（32）1558 

0242（25）5515 

0242（28）9119 

0241（22）5321 

0241（22）5900 

0242（27）0537 

0242（24）0830 

0242（28）3387 

0242（83）2311 

0241（28）2181 

0241（22）0264 

0242（38）3733 

0242（27）0951 

0242（38）3711

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
西会津町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 

宮 城 歯 科 医 院  
河 東 歯 科 医 院  
補 生 堂 歯 科医院  
佐 野 歯 科 医 院  
物 江 歯 科 医 院  
シ ン ド ウ 歯 科  
渡 部 歯 科 医 院  
け い こ 歯 科  

0241（22）7454 
0242（75）4899 
0241（45）4188 
0242（22）1726 
0241（23）1661 
0242（22）1363 
0242（54）2254 
0242（29）0500

7 
（日） 
14 
（日） 
21 
（日） 
28 
（日） 

7 
（日） 

14 
（日） 

21 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

28 
（日） 

黄 

【
お
詫
び
と
訂
正
】
 

　
５
月
号
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
◆
４
ペ
ー
ジ
・
消
防
支
援
隊
発
足
 

　
　
第
四
分
隊
分
隊
長
 

　
　
（
誤
）會
澤
真
さ
ん（
漆
窪
）↓（
正
）武
藤
喜
平
 

　
　
　
さ
ん（
柴
崎
）
 

　
◆
　
ペ
ー
ジ
・
お
誕
生
お
め
で
と
う
 

　
　
佐
藤
楓
馬
く
ん
の
父
欄
 

　
　
（
誤
）実
さ
ん
↓（
正
）秀
一
さ
ん
 

　
　
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。
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　日本で暮らす外国の方 
に日本語を教えたい方の 
ための講座です。 
講座１　６月２１日（日） 
講座２　６月２８日（日） 
講座３　７月　５日（日） 
 
【問い合わせ先】 
（財）福島県国際交流協会 
　　　　024（524）1315


